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Q38a 惑星状星雲BD+303639におけるダストの進化
○松本　裕子、左近　 樹、尾中 　敬、酒向　重行、宮田　隆志（東大）、片ざ　宏一、本田　
充彦、岡田　陽子（JAXA/ISAS)、岡本　美子（茨城大）、山下　卓也（広島大）、高橋　英則
（ぐんま天文台）、藤吉　卓也（すばる）

我々は、Subaru/COMICSを用いて惑星状星雲 (PNe)BD+303639のNバンドにおける撮像・分光観測を行っ
た。BD+303639は、carbon-richな中心星 ([WC9])を持つ非常に若い惑星状星雲で、 未同定赤外 (UIR)バンド
を示すことで知られている。UIRバンドのキャリアとされる芳香族炭化水素 (PAH)は、最近の研究から、AGB
星周の質量放出物質中など化学的な活性に富む場所で生成され、PN期に星間空間に拡散されると考えられてい
る。しかし PAHの具体的な生成場所や形成過程に関する観測例は極めて少なく、分かっていないことが多い。
本研究では BD+303639を空間的に分解し、shell構造の外側と shellの部分とにおける、UIRバンドの性質及び
continuumを担うダストの性質を調べた。その結果、continuumの emissionに比べてUIRバンド放射が shellの
外部で相対的に強くなっていることが分かった。shellの外側でのPAHは予め存在していたPAHであると考えら
れ、従って、AGB段階で既に PAHの生成が生じていたことが示唆される。また shellの外側におけるUIRバン
ドのスペクトルは、進化した星 (evolved star)の周囲に見られるものに近く、拡散した ISM中での典型的なスペ
クトルとは異なることが分かった。BD+303639はPN期に入ってまだ 800年という若い年齢であることから、こ
の時間スケールではPAHの ISMへの拡散は充分には進んでいないと推測される。さらに別の特徴として、[NeII]
とUIRバンドとの分布が類似しているということが今回明らかになった。以上を踏まえて、本講演では PN初期
における PAHを含めたダストの進化の様子を議論する。


